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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが処理を選択するために操作する操作部と、
　上記操作部が出力する信号に応じた画面を表示する表示部と、
　上記操作部を操作するユーザに報知可能な報知部と、
　報知制御手段を有する制御装置と
を備え、
　上記表示部は、音声情報を上記報知部に音声報知させるための画像を表示し、
　上記報知制御手段は、ユーザが上記画像を選択すると、上記音声情報を上記報知部に音
声報知させると共に、上記画像の表示回数が、予め設定された回数になったときだけ、上
記画像をユーザが選択するように上記報知部に音声報知させることを特徴とする電気機器
。
【請求項２】
　請求項１に記載の電気機器において、
　ユーザが上記画像を選択後、所定時間以内に上記画像を再選択した場合、上記報知部は
前回と同じ内容の音声情報を音声報知することを特徴とする電気機器。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の電気機器において、
　ユーザが上記画像を選択後、所定時間を超えて上記画像を再選択した場合、上記報知部
は前回と違う内容の音声情報を音声報知することを特徴とする電気機器。
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【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか一項に記載の電気機器において、
　ユーザが上記画像を選択後、上記表示部の画面が切り替わる前までに上記画像を再選択
した場合、上記報知部は前回と同じ内容の音声情報を音声報知することを特徴とする電気
機器。
【請求項５】
　請求項１から４までのいずれか一項に記載の電気機器において、
　ユーザが上記画像を選択後、上記表示部の画面が切り替わった後に上記画像を再選択し
た場合、上記報知部は前回と違う内容の音声情報を音声報知することを特徴とする電気機
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、加熱調理器、炊飯器、洗濯機、掃除機、冷蔵庫、エアコン、空気清
浄機、イオン発生器などの電気機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電気機器の一例の加熱調理器としては、ユーザーが複数のメニューの中から所望
のメニューを選択するために操作する操作部と、報知部とを備えたものがある(例えば特
開２００９－２６０５号公報参照)。
【０００３】
　上記報知部は、ユーザーが操作部を操作したとき、操作音を報知すると共に、所望のメ
ニューに対応する加熱処理が被加熱物に施されたとき、加熱調理の終了を報知する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２１２１９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記報知部が加熱処理の終了の報知をしたとき、ユーザーは加熱調理器から
離れた場所にいることがよくある。
【０００６】
　したがって、ユーザーが操作音を五月蠅いと感じて、報知部の音量を下げると、ユーザ
ーが加熱処理の終了の報知に気付かないことがたびたび起きてしまう。
【０００７】
　逆に、ユーザーが、加熱処理の終了の報知に気付き易くするため、報知部の音量を上げ
ると、操作音を五月蠅いと感じてしまう。
【０００８】
　このように、上記従来の加熱調理器では、報知部の音量が不適切になる場面が生じるた
め、ユーザーの満足度が低くなってしまうという問題が生じてしまう。
【０００９】
　そこで、本発明の課題は、ユーザーの満足度を高めることができる電気機器を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明の電気機器は、
　ユーザが処理を選択するために操作する操作部と、
　上記操作部が出力する信号に応じた画面を表示する表示部と、
　上記操作部を操作するユーザに報知可能な報知部と、



(3) JP 6055936 B2 2016.12.27

10

20

30

40

50

　報知制御手段を有する制御装置と
を備え、
　上記表示部は、音声情報を上記報知部に音声報知させるための画像を表示し、
　上記報知制御手段は、ユーザが上記画像を選択すると、上記音声情報を選択して上記報
知部に音声報知させると共に、上記画像の表示回数が、予め設定された回数になったとき
だけ、上記画像をユーザが選択するように上記報知部に音声報知させることを特徴として
いる。
【００１１】
　一実施形態の電気機器では、
　上記報知制御手段は、上記複数の音声情報の中から、ユーザが上記操作部で設定した設
定内容、運転状態または検出器の検出状態に応じた音声情報を選択する。
【００１２】
　一実施形態の電気機器では、
　上記報知制御手段は、ユーザが上記画像を選択後、所定時間以内に上記画像を再選択し
た場合には前回と同じ内容の音声情報を上記報知部に音声報知させる。
【００１３】
　一実施形態の電気機器では、
　上記報知制御手段は、ユーザが上記画像を選択後、所定時間を超えて上記画像を再選択
した場合には前回と違う内容の音声情報を上記報知部に音声報知させる。
【００１４】
　一実施形態の電気機器では、
　上記報知制御手段は、ユーザが上記画像を選択後、上記表示部の画面が切り替わる前ま
でに上記画像を再選択した場合には前回と同じ内容の音声情報を上記報知部に音声報知さ
せる。
【００１５】
　一実施形態の電気機器では、
　上記報知制御手段は、ユーザが上記画像を選択後、上記表示部の画面が切り替わった後
に上記画像を再選択した場合には前回と違う内容の音声情報を上記報知部に音声報知させ
る。
【００１６】
　また、本発明の電気機器は、
　ユーザーが処理を選択するために操作する操作部と、
　上記操作部が出力する信号に応じた画面を表示する表示部と、
　上記操作部を操作するユーザーに報知可能な報知部と、
　制御装置と
を備え、
　上記制御装置は、上記表示部が表示する画面に基づいて、上記報知部の音量を調整する
報知制御手段を有することを特徴としている。
【００１７】
　一実施形態の電気機器では、
　上記表示部は、上記処理が終了したことを示す第１画面を表示し、
　上記報知制御手段は、上記表示部が上記第１画面を表示するとき、設定された音量より
も大きくなるように、上記報知部の音量を調節する。
【００１８】
　一実施形態の電気機器では、
　上記表示部は、ユーザーが上記処理を選択するために参照する第２画面を表示し、
　上記報知制御手段は、上記表示部が上記第２画面を表示するとき、設定された音量より
も小さくなるように、上記報知部の音量を調節する。
【００１９】
　本発明の電気機器は、
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　ユーザーが処理を選択するために操作する操作部と、
　上記操作部が出力する信号に応じた画面を表示する表示部と、
　上記操作部を操作するユーザーに報知可能な報知部と、
　制御装置と
を備え、
　上記制御装置は、ユーザーが上記操作部で設定した設定内容、家電機器の運転状態や検
出器の検出状態に応じて、複数の音声情報の中から音声情報を選択して報知部に音声報知
させる報知制御手段を有することを特徴としている。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の電気機器は制御装置を備え、この制御装置が、表示部が表示する画面または運
転状態に基づいて、報知部の出力を調整する報知制御手段を有するので、報知部がユーザ
ーにとって適切な報知を行う事ができ、ユーザーの満足度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は本発明の第１実施形態の加熱調理器の正面斜視図である。
【図２】図２は上記加熱調理器の縦断面の模式図である。
【図３】図３は上記加熱調理器の操作パネルの概略正面図である。
【図４】図４は図３のＦ４－Ｆ４線矢視の模式断面図である。
【図５】図５は上記加熱調理器の制御ブロック図である。
【図６】図６は上記加熱調理器のカラー液晶パネルの一画面を示す図である。
【図７】図７は上記カラー液晶パネルの他の画面を示す図である。
【図８】図８は上記カラー液晶パネルの他の画面を示す図である。
【図９】図９は上記カラー液晶パネルの他の画面を示す図である。
【図１０】図１０は上記カラー液晶パネルの他の画面を示す図である。
【図１１】図１１は上記カラー液晶パネルの他の画面を示す図である。
【図１２】図１２は上記カラー液晶パネルの他の画面を示す図である。
【図１３】図１３は上記カラー液晶パネルの他の画面を示す図である。
【図１４】図１４は上記加熱調理器のスピーカ制御部の制御を説明するためのフローチャ
ートである。
【図１５】図１５は本発明の第２実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図１６】図１６は上記加熱調理器のスピーカ制御部の制御を説明するためのフローチャ
ートである。
【図１７】図１７は本発明の第３実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図１８】図１８は上記加熱調理器のスピーカ制御部の制御を説明するためのフローチャ
ートである。
【図１９】図１９は本発明の第４実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図２０】図２０は上記加熱調理器のカラー液晶パネルの一画面を示す図である。
【図２１】図２１は上記加熱調理器のスピーカ制御部の制御を説明するためのフローチャ
ートである。
【図２２】図２２は本発明の第５実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図２３】図２３は本発明の第６実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図２４】図２４は本発明の第７実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図２５】図２５は本発明の第８実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図２６】図２６は本発明の第９実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図２７】図２７は本発明の第１０実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図２８】図２８は上記加熱調理器のカラー液晶パネルの一画面を示す図である。
【図２９】図２９は本発明の第１１実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。
【図３０】図３０は本発明の第１１実施形態の加熱調理器の変形例の制御ブロック図であ
る。
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【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の電気機器を図示の実施形態により詳細に説明する。
【００２３】
　〔第１実施形態〕
　図１は本発明の第１実施形態の加熱調理器の正面斜視図である。
【００２４】
　上記加熱調理器は、図１に示すように、直方体形状のケーシング１の正面に、下端側の
辺を略中心に回動する扉２が取り付けられている。この扉２の上側にはハンドル３を取り
付けられている。また、扉２において加熱庫１３(図２に示す)とは反対側に耐熱ガラス４
が取り付けられている。また、扉２の右側には操作パネル５を設けられている。この操作
パネル５は、表示部の一例としてのカラー液晶表示部６と、操作部の一例としてのボタン
群７とを有している。また、ケーシング１の上側かつ右側後方には排気ダクト８が設けら
れている。さらに、扉２の下方には、ケーシング１の前脚(図示せず)に着脱可能な露受容
器９が配置されている。
【００２５】
　図２は上記加熱調理器の縦断面の模式図である。
【００２６】
　上記加熱調理器は、水タンク１１から供給された水を飽和水蒸気発生装置１２で加熱し
て飽和水蒸気を発生させる。飽和水蒸気発生装置１２で発生させた飽和水蒸気は、蒸気供
給通路(図示せず)を介して、加熱庫１３の右側面に取り付けられた循環ユニット１４の蒸
気吸込口１５の加熱庫１３側に供給される。
【００２７】
　上記蒸気供給通路に接続された蒸気供給管３４は、加熱庫１３の右側面と平行になるよ
うに、循環ユニット１４の蒸気吸込口１５の近傍に取り付けられている。また、循環ユニ
ット１４内には、蒸気吸込口１５に対向するように循環ファン１８が配置されている。循
環ファン１８は、ファンモータ１９によって回転駆動される。
【００２８】
　また、上記加熱庫１３には、加熱庫１３の上面および左側面を覆うように、Ｌ字状に屈
曲した蒸気ダクト１００が取り付けられている。この蒸気ダクト１００は、加熱庫１３の
上面側に固定された第１ダクト部１１０と、第１ダクト部１１０の左側方から下側に屈曲
する屈曲部１２０と、加熱庫１３の左側面側に固定され、屈曲部１２０を介して第１ダク
ト部１１０に連なる第２ダクト部１３０とを有している。
【００２９】
　上記蒸気ダクト１００の第１ダクト部１１０は過熱水蒸気生成ヒータ２０を収納してい
る。この蒸気ダクト１００の第１ダクト部１１０と過熱水蒸気生成ヒータ２０とで過熱水
蒸気発生装置２１を構成している。なお、過熱水蒸気生成装置は、蒸気ダクトとは別に設
けてもよい。
【００３０】
　また、上記蒸気ダクト１００の第１ダクト部１１０の右側は、循環ユニット１４の上部
に設けられた蒸気供給口２２に連通している。加熱庫１３の天面には、複数の第１蒸気吹
出口２４が設けられており、蒸気ダクト１００の第１ダクト部１１０は、第１蒸気吹出口
２４を介して加熱庫１３内に連通している。一方、蒸気ダクト１００の第２ダクト部１３
０は、加熱庫１３の左側面に設けられた複数の第２蒸気吹出口２５を介して加熱庫１３内
に連通している。
【００３１】
　上記加熱庫１３と蒸気ダクト１００との隙間は、耐熱樹脂などによりシールされている
。また、加熱庫１３と蒸気ダクト１００は、加熱庫１３の前面開口を除いて断熱材により
覆われている。
【００３２】
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　上記循環ユニット１４と過熱水蒸気発生装置２１と加熱庫１３とそれらを接続する接続
部材とによって、蒸気の循環経路が形成されている。この循環経路における循環ユニット
１４の加熱庫１３との境界部に、飽和水蒸気発生装置１２で発生させた飽和水蒸気が供給
される。
【００３３】
　また、上記ケーシング１内の下側には、マグネトロン８０(図５に示す)が配置されてい
る。このマグネトロン８０で発生したマイクロ波は、導波管(図示せず)によって加熱庫１
３の下部中央近傍に導かれ、モータ３７によって駆動される回転アンテナ３８によって攪
拌されながら加熱庫１３内の上方に向かって放射されて被加熱物２７を加熱する。この場
合、被加熱物２７は、トレイ３０や網４０を使わずに加熱庫１３内の下側または底面近傍
に配置される。
【００３４】
　また、上記ケーシング１内の下側には、冷却ファン部(図示せず)や、電装品部１７も配
置されている。この電装品部１７は、加熱調理器の各部を駆動する駆動回路やこの駆動回
路を制御する制御回路等を有している。
【００３５】
　図３は、図１に示す操作パネル５を拡大した概略図である。
【００３６】
　上記ボタン群７は、ユーザーが所望の加熱処理を選択するために操作する複数の物理キ
ーの集まりである。より詳しくは、ボタン群７は、操作信号を制御装置２００(図５に示
す)に出力する。また、ボタン群７は、「戻る」キー７１、「とりけし」キー７２、「手
動加熱」キー７３および「あたためスタート」キー７４で構成されている。「戻る」キー
７１は、カラー液晶パネル６１の画面表示を直前の画面表示に戻すときに押す。また、「
とりけし」キー７２は、途中で加熱を止めるときや、操作を取り消すときに押す。そして
、「手動加熱」キー７３は、高周波出力および加熱出力を手動で設定するときに押す。ま
た、「あたためスタート」キー７４は、加熱を開始するときに押す。
【００３７】
　図４は、図３のＦ４－Ｆ４線から見た模式断面図である。
【００３８】
　上記カラー液晶表示部６は、カラー液晶パネル６１上に、操作部の一例としてのタッチ
パネル６２を重ねて構成されている。ユーザーは、所望の加熱処理を選択するため、タッ
チパネル６２を操作する。このとき、タッチパネル６２は操作信号を制御装置２００(図
５に示す)に出力する。また、カラー液晶パネル６１は、ボタン群７(図３に示す)または
タッチパネル６２の出力信号に応じた画面を表示する。なお、本発明の表示部は、液晶パ
ネルに限らず、有機ＥＬなどの他の表示デバイスを用いてもよく、カラー表示に限らず、
白黒表示でもよい。
【００３９】
　また、上記カラー液晶パネル６１は、文字、数字、写真等をカラー表示できるものであ
り、加熱の種類、メニュー名、加熱時間、温度、料理の写真等を表示する。また、タッチ
パネル６２は、静電容量方式のタッチパネルであり、ユーザーの例えば指のタッチで表面
電荷が変化する透明素材からなっている。これにより、ユーザーがタッチパネル６２をタ
ッチすることで、カラー液晶パネル６１に表示される画像を選択できるようになっている
。また、上記選択可能な画像が選択されると、その画像の色が変わるようになっている。
つまり、カラー液晶パネル６１に表示される画像は、選択状態の色が非選択状態の色と異
なるようになっている。なお、タッチパネル６２は、例えば、抵抗膜方式、表面弾性波方
式、赤外線方式または電磁誘導方式のタッチパネルに換えてもよく、また、指によるタッ
チパネルの操作だけでなく、タッチペンなどのペン状物体を用いて操作してもよい。
【００４０】
　図５は上記加熱調理器の制御ブロック図である。
【００４１】
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　上記加熱調理器は、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる制御装置２００を
電装品部１７(図２に示す)内に備えている。この制御装置２００には、過熱水蒸気生成ヒ
ータ２０,循環ファン用モータ１９,冷却ファン用モータ１６,給気ダンパ用モータ４４,排
気ダンパ用モータ６０,操作パネル５,庫内温度センサ２９,解凍センサ５０,給水ポンプ７
０,飽和水蒸気発生装置１２,マグネトロン８０,スピーカ９０などが接続されている。制
御装置２００は、操作パネル５からの信号および庫内温度センサ２９,解凍センサ５０か
らの検出信号に基づいて、過熱水蒸気生成ヒータ２０,循環ファン用モータ１９,冷却ファ
ン用モータ１６,給気ダンパ用モータ４４,排気ダンパ用モータ６０,操作パネル５,給水ポ
ンプ７０,飽和水蒸気発生装置１２,マグネトロン８０,スピーカ９０などを制御する。こ
のスピーカ９０は、音声、報知音、メロディ音、キータッチ音などを出力する。なお、ス
ピーカ９０は、ケーシング１に設けられてもよいし、あるいは、操作パネル５に設けられ
てもよい。つまり、スピーカ９０は、ボタン群７またはタッチパネル６２を操作するユー
ザーに報知可能であれば、どこに設けられてもよい。また、スピーカ９０は報知部の一例
である。
【００４２】
　また、上記制御装置２００は、メニューに関する複数の料理支援情報を記憶する記憶部
２００ａを有している。この記憶部２００ａでは、カラー液晶パネル６１に表示される複
数のメニューのそれぞれに対して、複数の料理支援情報が関連付けされている。
【００４３】
　また、上記制御装置２００は、ユーザーの指などがタッチパネル６２において画像Ｇ９
(図７に示す)に重なる部分に接触したとき、スピーカ９０が上記料理支援情報を出力する
ように、スピーカ９０を制御するスピーカ制御部２００ｂを有する。このスピーカ制御部
２００ｂはソフトウェアで構成されている。
【００４４】
　上記構成の加熱調理器において、過熱水蒸気を使用して加熱調理を行う場合には、図２
に示す過熱水蒸気生成ヒータ２０をオンすると共に、循環ファン１８を回転駆動する。そ
うして、蒸気発生装置１２から循環ユニット１４の蒸気吸込口１５の近傍上流側に供給さ
れた飽和水蒸気は、循環ファン１８の回転によって負圧になっている循環ユニット１４内
に蒸気吸込口１５を介して吸い込まれて、蒸気供給口２２から過熱水蒸気生成装置２１内
に吹き出される。そして、過熱水蒸気生成装置２１の過熱水蒸気生成ヒータ２０によって
加熱されて過熱水蒸気となる。この過熱水蒸気の一部は、下側の加熱庫１３の天面に設け
られた複数の第１蒸気吹出口２４から、加熱庫１３内に下方に向かって吹き出す。また、
過熱水蒸気の他の一部は、蒸気ダクト１００を介して加熱庫１３の第２蒸気吹出口２５か
ら加熱庫１３内に吹き出す。
【００４５】
　そして、上記加熱庫１３内に供給された過熱水蒸気は、トレイ３０上の網４０に搭載さ
れた被加熱物２７を加熱した後、加熱庫１３の右壁面に循環ユニット１４の蒸気吸込口１
５に対向して形成された吸込口２８から循環ユニット１４内に吸い込まれる。そうして、
再び循環経路を通って加熱庫１３内に戻るという循環を繰り返す。
【００４６】
　これに対して、飽和水蒸気を使用して被加熱物２７を加熱調理する場合には、過熱水蒸
気生成ヒータ２０をオフすると共に、循環ファン１８を停止する。そうすると、循環ファ
ン１８が停止しているため、循環経路内に循環気流が発生することがなく、蒸気発生装置
１２から循環ユニット１４の蒸気吸込口１５の近傍上流側に供給された飽和水蒸気は、循
環ユニット１４内に強制的に吸い込まれない。これにより、水蒸気圧によって自然に加熱
庫１３内に流れ込む飽和水蒸気により、被加熱物２７が、蒸されたり、暖められたりする
。
【００４７】
　ここで、上記加熱庫１３内の左壁面および右壁面には、図２に示すように、トレイ３０
の両端部を係止する係止部３９ａ,３９ｂ,３９ｃが上下方向に３段に設けられている。そ
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して、蒸気供給管３４は、上段の係止部３９ａよりもやや上側に位置するように配置され
ている。「蒸し暖めモード」において、被加熱物２７を搭載した２つのトレイ３０を上段
と中段とに配置する場合には、蒸気導入室３６内に架設された蒸気供給管３４の総てのノ
ズル(図２の３４の円形部の左側開口)を加熱庫１３方向に斜め下向きにしておく。こうす
ることにより、被加熱物２７を搭載したトレイ３０が上段および中段の何れの位置にあっ
ても、蒸気供給管３４の斜め下向きのノズルから引き出された飽和水蒸気を被加熱物２７
に当てることができる。したがって、蒸気供給管３４のノズルからの吹き出し方向を操作
することなく、上中２段の被加熱物２７に蒸し斑や暖め斑が生ずることがないようにでき
る。
【００４８】
　また、上記スピーカ制御部２００ｂは、ユーザーが画像Ｇ９を選択したとき、スピーカ
９０が料理支援情報を出力するように、スピーカ９０を制御する。これにより、ユーザー
は、カラー液晶表示部６が小さくても、メニューに関する料理支援情報を認識できるので
、ユーザーの満足度を高めることができる。
【００４９】
　次に、上記料理支援情報をスピーカ９０に出力させる方法について説明する。
【００５０】
　図６は、上記カラー液晶パネル６１に表示される一画面の拡大図である。なお、上記画
面は、ユーザーが、複数の自動メニューから、目的の自動メニューを見付けるための画面
である。また、図６の画面は第２画面の一例である。
【００５１】
　上記カラー液晶パネル６１には画像Ｇ１～Ｇ８が表示される。ユーザーが画像Ｇ１～Ｇ
７を選択することにより、予め設定されたカテゴリー内の複数の自動メニューをカラー液
晶パネル６１に表示させることができるようになっている。このカテゴリーの名称は画像
Ｇ１～Ｇ７内の文字と一致する。また、画像Ｇ８は、予め設定されたメニュー番号で自動
メニューを検索したいときに選択すべき画像である。
【００５２】
　ユーザーが、例えば画像Ｇ１に重なるタッチパネル６２の一部にタッチして、画像Ｇ１
を選択すると、図７に示すように、カラー液晶パネル６１が、焼き物・フライのカテゴリ
ーに含まれる自動メニューの１つを表示する。なお、図７の画面は第２画面の一例である
。
【００５３】
　図７の画面には、「鶏の照り焼き」の写真画像が表示されている。また、図７の画面に
は、「鶏の照り焼き」に予め設定されたメニュー番号を示す「１７」、「鶏の照り焼き」
のカロリーを示す「約２５０ｋｃａｌ」なども表示されている。このような図７の画面は
、ソフトキーである画像Ｇ９～Ｇ１２を含んでいる。この画像Ｇ９は、「鶏の照り焼き」
の食べ方、メニューのアレンジ、メニューの付け合わせなどの料理支援情報を聞くための
画像である。具体的には、ユーザーが画像Ｇ９を選択すると、スピーカ９０が例えば「マ
ヨネーズや七味をかけてどうぞ」という音声を出力する。
【００５４】
　ユーザーが画像Ｇ９を選択してから、予め設定された時間(例えば６０秒)が経過する前
までに、画像Ｇ９をタッチで再選択すると、スピーカ９０が前回と同じ内容の料理支援情
報を出力する。具体的には、前回、スピーカ９０が「マヨネーズや七味をかけてどうぞ」
という音声を出力していた場合、スピーカ９０が「マヨネーズや七味をかけてどうぞ」と
いう音声を再び出力する。
【００５５】
　一方、ユーザーが画像Ｇ９を選択してから、予め設定された時間(例えば６０秒)が経過
した後に、画像Ｇ９をタッチで再選択すると、スピーカ９０が前回とは異なる内容の料理
支援情報を出力する。具体的には、前回、スピーカ９０が「マヨネーズや七味をかけてど
うぞ」という音声を出力していた場合、スピーカ９０が例えば「一口大の大きさの野菜を



(9) JP 6055936 B2 2016.12.27

10

20

30

40

50

横に置くと一緒に焼けますよ」という音声を出力する。
【００５６】
　また、ユーザーが画像Ｇ１０，Ｇ１１を選択すると、図示しないが、カラー液晶パネル
６１は、焼き物・フライのカテゴリーに含まれる他の自動メニューを表示する。
【００５７】
　また、ユーザーが画像Ｇ１２を選択すると、カラー液晶パネル６１は、「鶏の照り焼き
」の加熱調理がスタートする直前の画面を表示する。すなわち、カラー液晶パネル６１が
図８の画面を表示する。なお、図８の画面は第２画面の一例である。
【００５８】
　図８の画面は、ソフトキーである画像Ｇ１３，Ｇ１４を含んでいる。この画像Ｇ１３，
Ｇ１４は、カラー液晶パネル６１が直前に表示していた自動メニューの分量を選択するた
めの画像である。画像Ｇ１３，Ｇ１４のうち、選択されている方の色は橙色となる一方、
選択されていない方の色は灰色となる。このような状態で、ユーザーが「あたためスター
ト」キー７４を押すと、加熱調理がスタートする。また、上記加熱調理のスタートに伴い
、カラー液晶パネル６１が、予め設定された時間(例えば３０秒間)、図９の画面を表示す
る。なお、図９の画面は第２画面の一例である。
【００５９】
　図９の画面において、ユーザーがソフトキーの画像Ｇ１５～Ｇ１７を選択することによ
り、「鶏の照り焼き」の焼き上がりの程度を調整できるようになっている。また、ユーザ
ーが画像Ｇ１８を選択することにより、庫内灯(図示せず)が点灯したり、消灯したりする
ようになっている。カラー液晶パネル６１が図９の画面を表示してから、予め設定された
時間が経過すると、加熱調理の残り時間が表示される。具体的には、カラー液晶パネル６
１は、図１０～図１２に示すような画面を表示する。
【００６０】
　図１０～図１２の各画面は、ソフトウェアである画像Ｇ１８，Ｇ１９を含んでいる。こ
の画像Ｇ１８は、図９の画像Ｇ１８と同じ役割を果たす画像である。一方、画像Ｇ１９は
、加熱庫１３内の温度を変更するための画像である。すなわち、ユーザーが画像Ｇ１９を
選択することにより、加熱調理中に庫内温度を変更することができるようになっている。
【００６１】
　また、上記加熱調理が終了すると、カラー液晶パネル６１は、図１３に示すように、「
加熱終了」、「高温注意」および「０秒」の文字を表示する。このとき、スピーカ９０は
加熱調理の終了のメロディ音を出力する。図１３の画面は、加熱調理を延長するためのソ
フトキーである画像Ｇ２０を含んでいる。これにより、ユーザーは、画像Ｇ２０を選択し
て、被加熱物２７をさらに加熱できるようになっている。なお、図１３の画面は第１画面
の一例である。
【００６２】
　図１４は、上記スピーカ制御部２００ｂの制御を説明するためのフローチャートである
。この制御は、カラー液晶パネル６１が画像を表示すると、スタートする。
【００６３】
　上記制御がスタートすると、まず、ステップＳ１０１で、画像Ｇ９が選択されたか否か
を判定する。このステップＳ１０１で、画像Ｇ９が選択されていないと判定されると、再
び、ステップＳ１０１を行う。一方、ステップＳ１０１で、画像Ｇ９が選択されたと判定
されると、次のステップＳ１０２に進む。
【００６４】
　次に、ステップＳ１０２で、スピーカ９０に料理支援情報を出力させる。この料理支援
情報は、画像Ｇ９と共に表示されている写真画像のメニューに関連付けされている複数の
料理支援情報の中から、スピーカ制御部２００ｂが無作為に選ぶ。
【００６５】
　次に、ステップＳ１０３で、画像Ｇ９が選択されたか否かを判定する。このステップＳ
１０３で、画像Ｇ９が選択されていないと判定されると、再び、ステップＳ１０３を行う
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。一方、ステップＳ１０３で、画像Ｇ９が選択されたと判定されると、次のステップＳ１
０４に進む。
【００６６】
　次に、ステップＳ１０４で、ステップＳ１０１の画像Ｇ９の選択後、予め設定された時
間(例えば６０秒)が経過したか否かを判定する。このステップＳ１０４で、ステップＳ１
０１の画像Ｇ９の選択後、上記予め設定された時間が経過していないと判定されると、ス
テップＳ１１１で、前回の料理支援情報と同じ料理支援情報をスピーカ９０に出力させて
、ステップＳ１０３に戻る。一方、ステップＳ１０４で、ステップＳ１０１の画像Ｇ９の
選択後、上記予め設定された時間が経過したと判定されると、次のステップＳ１０５に進
む。
【００６７】
　次に、ステップＳ１０５で、ステップＳ１０２の料理支援情報とは異なる料理支援情報
をスピーカ９０に出力させて、ステップＳ１０３に戻る。
【００６８】
　このように、上記スピーカ制御部２００ｂは、画像Ｇ９の選択後、上記予め設定された
時間が経過していないときに、画像Ｇ９が再び選択されると、スピーカ９０が前回と同じ
内容の料理支援情報を音声で出力するように、スピーカ９０を制御する。これにより、ユ
ーザーは、料理支援情報を聞き逃したとき、料理支援情報を聞き直すことができる。
【００６９】
　また、上記画像Ｇ９の選択後、予め設定された時間が経過していなければ、画像Ｇ９が
再び選択されると、スピーカ９０が前回と同じ内容の料理支援情報を出力するので、料理
支援情報を聞き直すための画像を画像Ｇ９とは別に設けずに済む。したがって、上記料理
支援情報を聞き直すための操作が煩雑にならないようにすることができる。
【００７０】
　また、上記スピーカ制御部２００ｂは、画像Ｇ９の選択後、予め設定された時間が経過
したときに、画像Ｇ９が再び選択されると、スピーカ９０が前回とは異なる内容の料理支
援情報を出力するように、スピーカ９０を制御する。これにより、上記料理支援情報を出
力する機能が単調になるのを防ぐことができる。
【００７１】
　また、上記画像Ｇ９の選択後、予め設定された時間が経過していれば、画像Ｇ９の再選
択で、スピーカ９０が前回とは異なる内容の料理支援情報を出力するので、ユーザーは料
理支援情報を聞くのが楽しみになる。
【００７２】
　上記第１実施形態では、カラー液晶パネル６１が、予め設定されたメニューの写真画像
と共に、画像Ｇ９を表示していたが、画像Ｇ９を表示しないようにしてもよい。このよう
にする場合、スピーカ９０に料理支援情報を出力させるための物理キーを操作パネル５に
設けてもよい。そして、カラー液晶パネル６１が、予め設定されたメニューの写真画像を
表示するとき、上記物理キーが点灯するようにしてもよい。
【００７３】
　上記第１実施形態では、画像Ｇ９の選択は、ユーザーのタッチで行えるようにしていた
が、押ボタン、ロータリースイッチなどで行えるようにしてもよい。
【００７４】
　上記第１実施形態では、スピーカ制御部２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、スイ
ッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【００７５】
　また、本発明の電気機器としては、例えば、過熱水蒸気を使用するオーブンレンジのみ
ならず、過熱水蒸気を使用するオーブンまたはレンジ、過熱水蒸気を使用しないオーブン
レンジ、過熱水蒸気を使用しないオーブンまたはレンジなどがある。
【００７６】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
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とができる。
【００７７】
　本発明の電気機器の例えばオーブンレンジなどにおいては、過熱水蒸気または飽和水蒸
気を用いることによって、ヘルシーな調理を行うことができる。より詳しくは、温度が１
００℃以上の過熱水蒸気または飽和水蒸気を食品表面に供給し、食品表面に付着した過熱
水蒸気または飽和水蒸気が凝縮して大量の凝縮潜熱を食品に与えるので、食品に熱を効率
よく伝えることができる。また、凝縮水が食品表面に付着して塩分や油分が凝縮水と共に
滴下することにより、食品中の塩分や油分を低減できる。さらに、加熱庫内は過熱水蒸気
または飽和水蒸気が充満して低酸素状態となることにより、食品の酸化を抑制した調理が
可能となる。ここで、低酸素状態とは、加熱庫内において酸素の体積％が１０％以下(例
えば０.５～３％)である状態を指す。
【００７８】
　〔第２実施形態〕
　図１５は本発明の第２実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図１５に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
【００７９】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置２２００を備えて
いる点だけが異なっている。この制御装置２２００は、制御装置２００とは一部が異なる
が、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【００８０】
　また、上記制御装置２２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部２２００ｂを有
している。このスピーカ制御部２２００ｂは、ユーザーが画像Ｇ９を選択したとき、スピ
ーカ９０が料理支援情報を出力するように、スピーカ９０を制御する。このスピーカ制御
部２２００ｂも、スピーカ制御部２００ｂと同様に、ソフトウェアで構成されている。
【００８１】
　本第２実施形態の加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と同様に、被加熱物２
７を加熱することができる。
【００８２】
　また、上記スピーカ制御部２２００ｂは、ユーザーが画像Ｇ９を選択したとき、スピー
カ９０が料理支援情報を出力するように、スピーカ９０を制御する。これにより、ユーザ
ーは、カラー液晶表示部６が小さくても、メニューに関する料理支援情報を認識できるの
で、ユーザーの満足度を高めることができる。
【００８３】
　また、ユーザーが画像Ｇ９を選択してから、カラー液晶パネル６１の画面が切り替わる
前までに、画像Ｇ９をタッチで再選択すると、スピーカ９０が前回と同じ内容の料理支援
情報を出力する。具体的には、前回、スピーカ９０が「マヨネーズや七味をかけてどうぞ
」という音声を出力していた場合、スピーカ９０が「マヨネーズや七味をかけてどうぞ」
という音声を再び出力する。
【００８４】
　一方、ユーザーが画像Ｇ９を選択してから、カラー液晶パネル６１の画面が切り替わっ
た後に、画像Ｇ９をタッチで再選択すると、スピーカ９０が前回とは異なる内容の料理支
援情報を出力する。具体的には、前回、スピーカ９０が「マヨネーズや七味をかけてどう
ぞ」という音声を出力していた場合、スピーカ９０が例えば「一口大の大きさの野菜を横
に置くと一緒に焼けますよ」という音声を出力する。
【００８５】
　図１６は、上記スピーカ制御部２２００ｂの制御を説明するためのフローチャートであ
る。この制御は、カラー液晶パネル６１が画像を表示すると、スタートする。
【００８６】
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　上記制御がスタートすると、まず、ステップＳ２０１で、画像Ｇ９が選択されたか否か
を判定する。このステップＳ２０１で、画像Ｇ９が選択されていないと判定されると、再
び、ステップＳ２０１を行う。一方、ステップＳ２０１で、画像Ｇ９が選択されたと判定
されると、次のステップＳ２０２に進む。
【００８７】
　次に、ステップＳ２０２で、スピーカ９０に料理支援情報を出力させる。この料理支援
情報は、画像Ｇ９と共に表示されている写真画像のメニューに関連付けされている複数の
料理支援情報の中から、スピーカ制御部２２００ｂが無作為に選ぶ。
【００８８】
　次に、ステップＳ２０３で、画像Ｇ９が選択されたか否かを判定する。このステップＳ
２０３で、画像Ｇ９が選択されていないと判定されると、再び、ステップＳ２０３を行う
。一方、ステップＳ２０３で、画像Ｇ９が選択されたと判定されると、次のステップＳ２
０４に進む。
【００８９】
　次に、ステップＳ２０４で、ステップＳ２０１の画像Ｇ９の選択後、カラー液晶表示部
６の表示が切り替わったか否かを判定する。すなわち、ステップＳ２０４で、ステップＳ
２０１の画像Ｇ９の選択後、カラー液晶パネル６１の画面が切り替わったか否かを判定す
る。このステップＳ２０４で、ステップＳ２０１の画像Ｇ９の選択後、カラー液晶パネル
６１の画面が切り替わっていないと判定されると、ステップＳ２１１で、前回の料理支援
情報と同じ料理支援情報をスピーカ９０に出力させて、ステップＳ２０３に戻る。一方、
ステップＳ２０４で、ステップＳ２０１の画像Ｇ９の選択後、カラー液晶パネル６１の画
面が切り替わっていると判定されると、次のステップＳ２０５に進む。
【００９０】
　次に、ステップＳ２０５で、ステップＳ２０２の料理支援情報とは異なる料理支援情報
をスピーカ９０に出力させて、ステップＳ２０３に戻る。
【００９１】
　このように、上記スピーカ制御部２２００ｂは、画像Ｇ９の選択後、カラー液晶パネル
６１の画面が切り替わる前に、画像Ｇ９が再び選択されたとき、スピーカ９０が前回と同
じ内容の料理支援情報を報知するように、スピーカ９０を制御する。これにより、ユーザ
ーは、料理支援情報を聞き逃したとき、料理支援情報を聞き直すことができる。
【００９２】
　また、上記画像Ｇ９の選択後、カラー液晶パネル６１の画面が切り替わる前であれば、
画像Ｇ９の再選択で、スピーカ９０が前回と同じ内容の料理支援情報を報知するので、料
理支援情報を聞き直すための画像を画像Ｇ９とは別に設けずに済む。したがって、上記料
理支援情報を聞き直すための操作が煩雑にならないようにすることができる。
【００９３】
　また、上記スピーカ制御部２２００ｂは、画像Ｇ９の選択後、カラー液晶パネル６１の
画面が切り替わった後に、画像Ｇ９が再び選択されたとき、スピーカ９０が前回とは異な
る内容の料理支援情報を報知するように、スピーカ９０を制御する。これにより、上記料
理支援情報を出力する機能が単調になるのを防ぐことができる。
【００９４】
　また、上記画像Ｇ９の選択後、カラー液晶パネル６１の画面が切り替わった後であれば
、画像Ｇ９の再選択で、スピーカ９０が前回とは異なる内容の料理支援情報を報知するの
で、ユーザーは料理支援情報を聞くのが楽しみになる。
【００９５】
　上記第２実施形態では、カラー液晶パネル６１が、予め設定されたメニューの写真画像
と共に、画像Ｇ９を表示していたが、画像Ｇ９を表示しないようにしてもよい。このよう
にする場合、スピーカ９０に料理支援情報を出力させるための物理キーを操作パネル５に
設けてもよい。そして、カラー液晶パネル６１が、予め設定されたメニューの写真画像を
表示するとき、上記物理キーが点灯するようにしてもよい。
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【００９６】
　上記第２実施形態では、画像Ｇ９の選択は、ユーザーのタッチで行えるようにしていた
が、押ボタン、ロータリースイッチなどで行えるようにしてもよい。
【００９７】
　上記第２実施形態では、スピーカ制御部２２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【００９８】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【００９９】
　〔第３実施形態〕
　図１７は本発明の第３実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図１７に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
【０１００】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置３２００を備えて
いる点だけが異なっている。この制御装置３２００は、制御装置２００とは一部が異なる
が、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０１０１】
　また、上記制御装置３２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部３２００ｂを有
している。このスピーカ制御部３２００ｂはソフトウェアで構成されている。また、スピ
ーカ制御部３２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０に行うと
共に、カラー液晶パネル６１が表示する画面に基づいて、スピーカ９０の音量を調整する
。なお、スピーカ制御部３２００ｂは報知制御手段の一例である。
【０１０２】
　より詳しくは、上記スピーカ制御部３２００ｂは、カラー液晶パネル６１が図１３の画
面を表示するとき、ユーザーが設定した音量よりも大きくなるように、スピーカ９０の音
量を調節する。このとき、スピーカ９０の音量は、ユーザーが設定した音量の例えば１．
２倍の音量に調整される。また、カラー液晶パネル６１が図１３の画面を表示するとき、
ユーザーはスピーカ９０から遠く離れた場所にいる可能性が高い。
【０１０３】
　また、上記スピーカ制御部３２００ｂは、カラー液晶パネル６１が図６～図９の画面を
表示するとき、ユーザーが設定した音量よりも小さくなるように、スピーカ９０の音量を
調節する。このとき、スピーカ９０の音量は、ユーザーが設定した音量の例えば０．８倍
の音量に調整される。また、カラー液晶パネル６１が図６～図９の画面を表示するとき、
ユーザーはスピーカ９０の近くにいる可能性が高い。
【０１０４】
　また、上記カラー液晶パネル６１は、ユーザーの場所を推測するのが困難な画面も表示
する。このとき、スピーカ制御部３２００ｂは、ユーザーが設定した音量と同じになるよ
うに、スピーカ９０の音量を調整する。
【０１０５】
　図１８は、上記スピーカ制御部３２００ｂの制御を説明するためのフローチャートであ
る。この制御は、カラー液晶パネル６１が画像を表示すると、スタートする。
【０１０６】
　上記制御がスタートすると、まず、ステップＳ３０１で、カラー液晶パネル６１が図６
～図９の画面またはこれと同様の画面を表示するか否かを判定する。このステップＳ３０
１で、カラー液晶パネル６１が図６～図９の画面またはこれと同様の画面を表示すると判
定されると、ステップＳ３１１で、スピーカ９０の音量を、ユーザーが設定した音量より
も小さくなるように設定して、ステップＳ３０１に戻る。一方、ステップＳ３０１で、カ
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ラー液晶パネル６１が図６～図９の画面またはこれと同様の画面を表示しないと判定され
ると、次のステップＳ３０２に進む。
【０１０７】
　次に、ステップＳ３０２で、カラー液晶パネル６１が図１３の画面またはこれと同様の
画面を表示するか否かを判定する。このステップＳ３０２で、カラー液晶パネル６１が、
図１３の画面またはこれと同様の画面を表示すると判定されると、ステップＳ３１２で、
スピーカ９０の音量を、ユーザーが設定した音量よりも大きくなるように設定して、ステ
ップＳ３０１に戻る。一方、ステップＳ３０２で、カラー液晶パネル６１が図１３の画面
またはこれと同様の画面を表示しないと判定されると、次のステップＳ３０３に進む。
【０１０８】
　次に、ステップＳ３０３で、スピーカ９０の音量を、ユーザーが設定した音量と同じに
なるように設定して、ステップＳ３０１に戻る。
【０１０９】
　このように、上記カラー液晶パネル６１が図６～図９の画面またはこれと同様の画面を
表示するとき、スピーカ制御部３２００ｂが、ユーザーが設定した音量よりも小さくなる
ように、スピーカ９０の音量を調節する。これにより、ユーザーがスピーカ９０からの音
を五月蠅いと感じる場面を確実に減らすことができる。
【０１１０】
　また、上記カラー液晶パネル６１が図１３の画面またはこれと同様の画面を表示すると
き、スピーカ制御部３２００ｂが、ユーザーが設定した音量よりも大きくなるように、ス
ピーカ９０の音量を調節する。これにより、ユーザーがスピーカ９０からの音に気付かな
い場面を確実に減らすことができる。
【０１１１】
　したがって、上記スピーカ９０の音量が不適切となる場面を減らせるので、ユーザーの
満足度を高めることができる。
【０１１２】
　上記第３実施形態において、スピーカ制御部３２００ｂの制御により音量が調整される
音は、音声、報知音、メロディ音およびキータッチ音(操作音)のうちの少なくとも１つで
ある。
【０１１３】
　上記第３実施形態では、スピーカ制御部３２００ｂの制御が、加熱調理器で行われてい
たが、スピーカ制御部３２００ｂの制御と同様の制御が、例えば、洗濯機、冷蔵庫、空気
清浄機などの電気機器で行われるようにしてもよい。
【０１１４】
　上記第３実施形態において、制御装置３２００が、記憶部２００ａを有さないようにし
てもよい。
【０１１５】
　上記第３実施形態において、スピーカ制御部３２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと
同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部３２
００ｂは、図１８の制御を行うだけのものにしてもよい。
【０１１６】
　上記第３実施形態では、スピーカ制御部３２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０１１７】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０１１８】
　〔第４実施形態〕
　図１９は本発明の第４実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図１９に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
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号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
【０１１９】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置４２００を備えて
いる点だけが異なっている。この制御装置４２００は、御装置２００とは一部が異なるが
、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０１２０】
　また、上記制御装置４２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部４２００ｂを有
している。このスピーカ制御部４２００ｂはソフトウェアで構成されている。また、スピ
ーカ制御部４２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０に行うと
共に、ユーザーの操作状況に応じて、スピーカ９０の音量を調整する。なお、スピーカ制
御部４２００ｂは報知制御手段の一例である。
【０１２１】
　より詳しく説明すると、スピーカ制御部４２００ｂは、加熱調理が終了すると、加熱調
理の終了のメロディ音をスピーカ９０に出力させた後、例えば約１分毎に、加熱調理の終
了のメロディ音をスピーカ９０に２回出力させる。この加熱調理の終了に伴うメロディ音
(以下、「１回目のメロディ音」という)は、加熱調理が終了してから約１分後のメロディ
音(以下、「２回目のメロディ音」という)と同じメロディかつ同じ長さである。１回目お
よび２回目のメロディ音は、それぞれ、ユーザーが設定した音量で、スピーカ９０から出
力される。また、加熱調理が終了してから約２分後のメロディ音(以下、「３回目のメロ
ディ音」という)は、ユーザーが設定した音量よりも大きい音量で、スピーカ９０から出
力される。
【０１２２】
　また、上記スピーカ制御部４２００ｂは、３回目のメロディ音をスピーカ９０に出力さ
せた直後に、ユーザーが設定した音量よりも大きい音量で、「食品を取り出して下さい」
という音声をスピーカ９０に出力させる。この３回目のメロディ音は、１回目および２回
目のメロディ音と音量だけが異なっている。
【０１２３】
　また、上記スピーカ９０が３回目のメロディ音を出力するとき、カラー液晶パネル６１
は、図２０に示すように、「加熱終了」、「高温注意」、「食品を取り出して下さい」お
よび「０秒」の文字を表示する。
【０１２４】
　図２１は、上記スピーカ制御部４２００ｂの制御を説明するためのフローチャートであ
る。この制御は、加熱調理が終了するとスタートする。
【０１２５】
　上記制御がスタートとすると、まず、ステップＳ４０１で、１回目のメロディ音をスピ
ーカ９０に出力させる。このとき、１回目のメロディ音の音量は、ユーザーが設定した音
量と同じ音量である。
【０１２６】
　次に、ステップＳ４０２で、１回目のメロディ音が鳴ってから１分経過したか否かを判
定する。このステップＳ４０２で、１回目のメロディ音が鳴ってから１分経過していない
と判定されると、再び、ステップＳ４０２を行う。一方、ステップＳ４０２で、１回目の
メロディ音が鳴ってから１分経過したと判定されると、次のステップＳ４０３に進む。
【０１２７】
　次に、ステップＳ４０３で、２回目のメロディ音をスピーカ９０に出力させる。このと
き、２回目のメロディ音の音量は、ユーザーが設定した音量と同じ音量である。
【０１２８】
　次に、ステップＳ４０４で、１回目のメロディ音が鳴ってから２分経過したか否かを判
定する。このステップＳ４０４で、１回目のメロディ音が鳴ってから２分経過していない
と判定されると、再び、ステップＳ４０４を行う。一方、ステップＳ４０４で、１回目の
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メロディ音が鳴ってから２分経過したと判定されると、次のステップＳ４０５に進む。
【０１２９】
　最後に、ステップＳ４０５で、３回目のメロディ音をスピーカ９０に出力させると共に
、「食品を取り出して下さい」という音声をスピーカ９０に出力させる。このとき、３回
目のメロディ音の音量は、ユーザーが設定した音量よりも大きい音量である。また、「食
品を取り出して下さい」という音声の音量も、ユーザーが設定した音量よりも大きい音量
である。
【０１３０】
　このように、上記スピーカ９０は、ユーザーが設定した音量よりも大きい音量で、３回
目のメロディ音を出力するので、ユーザーは加熱調理の終了に気付き易くなる。
【０１３１】
　また、上記スピーカ９０は、ユーザーが設定した音量よりも大きい音量で、「食品を取
り出して下さい」という音声も出力するので、ユーザーは加熱調理の終了により気付き易
くなる。
【０１３２】
　上記第４実施形態では、スピーカ制御部４２００ｂの制御が、加熱調理器で行われてい
たが、スピーカ制御部４２００ｂの制御と同様の制御が、例えば、洗濯機、冷蔵庫、空気
清浄機などの電気機器で行われるようにしてもよい。
【０１３３】
　上記第４実施形態において、制御装置４２００が、記憶部２００ａを有さないようにし
てもよい。
【０１３４】
　上記第４実施形態において、スピーカ制御部４２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと
同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部４２
００ｂは、図２１の制御を行うだけのものにしてもよい。
【０１３５】
　上記第４実施形態では、スピーカ制御部４２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０１３６】
　上記第４実施形態では、１回目から３回目までのメロディ音は、全て同じメロディであ
ったが、互いに異なるメロディ音にしてもよい。
【０１３７】
　上記第４実施形態では、１回目から３回目までのメロディ音は、全て同じ長さであった
が、互いに異なる長さにしてもよい。
【０１３８】
　上記第４実施形態では、加熱調理が終了すると、メロディ音が３回鳴るようになってい
たが、メロディ音が４回以上なるようにしてもよい。このようにする場合、４回目以降の
メロディ音の音量は、ユーザーが設定した音量よりも大きい音量にしてもよい。また、ス
ピーカ９０が４回目以降のメロディ音を出力するとき、「食品を取り出して下さい」とい
う音声をスピーカ９０に出力させてもよい。このとき、上記音声の音量は、ユーザーが設
定した音量よりも大きい音量にしてもよい。
【０１３９】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０１４０】
　〔第５実施形態〕
　図２２は本発明の第５実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図２２に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
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【０１４１】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置５２００を備えて
いる点だけが異なっている。この制御装置５２００は、御装置２００とは一部が異なるが
、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０１４２】
　また、上記制御装置５２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部５２００ｂを有
している。このスピーカ制御部５２００ｂはソフトウェアで構成されている。また、スピ
ーカ制御部５２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０に行うと
共に、被加熱物２７の加熱時間に基づいて、音声アナウンスをスピーカ９０に出力させる
タイミングを設定する。なお、スピーカ制御部５２００ｂは報知制御手段の一例である。
【０１４３】
　より詳しく説明すると、上記加熱時間が例えば１分以下である場合、スピーカ制御部５
２００ｂは、加熱調理の開始時および加熱調理中に、音声アナウンスをスピーカ９０に出
力させないように、かつ、加熱調理の終了時に、音声アナウンスをスピーカ９０に出力さ
せる。ここで、加熱調理の終了時のアナウンスの一例としては、「加熱調理が終了しまし
た」がある。
【０１４４】
　また、上記加熱時間が、例えば、１分を越え、かつ、１０分以下である場合、スピーカ
制御部５２００ｂは、加熱調理の開始時、加熱調理の終了１分前、および、加熱調理の終
了時に、音声アナウンスをスピーカ９０に出力させる。ここで、上記加熱調理の開始時の
音声アナウンスの一例としては、「加熱調理が開始しました」がある。また、上記加熱調
理の終了１分前の音声アナウンスの一例としては、「加熱調理が終了する１分前になりま
した」がある。また、上記加熱調理の終了時の音声アナウンスの一例としては、「加熱調
理が終了しました」がある。
【０１４５】
　また、上記加熱時間が、例えば、１０分を越え、かつ、３０分以下である場合、スピー
カ制御部５２００ｂは、加熱調理の開始時、加熱調理の終了１分前、加熱調理の終了１０
分前、および、加熱調理の終了時に、音声アナウンスをスピーカ９０に出力させる。ここ
で、上記加熱調理の開始時の音声アナウンスの一例としては、「加熱調理が開始しました
」がある。また、上記加熱調理の終了１分前の音声アナウンスの一例としては、「加熱調
理が終了する１分前になりました」がある。また、上記加熱調理の終了１０分前の音声ア
ナウンスの一例としては、「加熱調理が終了する１０分前になりました」がある。また、
上記加熱調理の終了時のアナウンスの一例としては、「加熱調理が終了しました」がある
。
【０１４６】
　このように、上記被加熱物２７の加熱時間が比較的短いとき、音声アナウンスの回数が
比較的少ないので、ユーザーが音声アナウンスを五月蠅く感じないようにすることができ
る。
【０１４７】
　また、上記被加熱物２７の加熱時間が比較的長いとき、音声アナウンスの回数が比較的
多いので、被加熱物２７の加熱調理が忘れられ難くなる。
【０１４８】
　上記被加熱物２７の加熱時間は１分間～８時間までと幅が広いため、音声アナウンスを
スピーカ９０に出力させるタイミングを適切に設定することは有益である。
【０１４９】
　上記第５実施形態において、制御装置５２００が、記憶部２００ａを有さないようにし
てもよい。
【０１５０】
　上記第５実施形態において、スピーカ制御部５２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと
同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部５２
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００ｂは、被加熱物２７の加熱時間に基づいて、音声アナウンスをスピーカ９０に出力さ
せるタイミングを設定するだけのものにしてもよい。
【０１５１】
　上記第５実施形態では、スピーカ制御部５２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０１５２】
　上記第５実施形態において、被加熱物２７の加熱時間が例えば３０分を越える場合、ス
ピーカ９０が４回以上の音声アナウンスを出力するようにしてもよい。
【０１５３】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０１５４】
　〔第６実施形態〕
　図２３は本発明の第６実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図２３に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
【０１５５】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置６２００を備えて
いる点だけが異なっている。この制御装置６２００は、制御装置２００とは一部が異なる
が、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０１５６】
　また、上記制御装置６２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部６２００ｂを有
している。このスピーカ制御部６２００ｂはソフトウェアで構成されている。また、スピ
ーカ制御部６２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０に行うと
共に、自動メニューの実行回数に基づいて、音声アナウンスをスピーカ９０に出力させる
。なお、スピーカ制御部６２００ｂは報知制御手段の一例である。
【０１５７】
　より詳しく説明すると、上記自動メニューの実行回数の合計が例えば１０、５０、１０
０、２００、３００、…になる度に、スピーカ制御部６２００ｂは、音声アナウンスをス
ピーカ９０に出力させる。このとき、上記自動メニューの実行回数の合計が異なれば、音
声アナウンスも異なる。例えば、自動メニューの実行回数の合計が１０になったとき、音
声アナウンスは「おめでとう」に、また、自動メニューの実行回数の合計が５０になった
とき、音声アナウンスは「たくさん使ってくれてありがとう」に、また、自動メニューの
実行回数の合計が１００になったとき、音声アナウンスは「すごい１００回も使ったね」
になる。
【０１５８】
　このように、上記自動メニューの実行回数の合計が予め設定された数に達する度に、異
なる音声アナウンスが流れるので、ユーザーに使用を実感させることができる。したがっ
て、ユーザーの満足感ややる気を高めることができる。
【０１５９】
　なお、図示しないが、制御装置６２００は、自動メニューの実行回数の合計を記憶する
不揮発性記憶部を有している。
【０１６０】
　上記第６実施形態において、制御装置６２００が、記憶部２００ａを有さないようにし
てもよい。
【０１６１】
　上記第６実施形態において、スピーカ制御部６２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと
同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部６２
００ｂは、自動メニューの実行回数に基づいて、音声アナウンスをスピーカ９０に出力さ
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せるだけのものにしてもよい。
【０１６２】
　上記第６実施形態では、スピーカ制御部６２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０１６３】
　上記第６実施形態において、「おめでとう」などの音声アナウンスが流れるのは、自動
メニューの実行回数の合計が１０、５０、１００、２００、３００、…以外のときにして
もよい。
【０１６４】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０１６５】
　〔第７実施形態〕
　図２４は本発明の第７実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図２４に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
【０１６６】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置２００とは一部が
異なる制御装置７２００を備えている点だけが異なっている。この制御装置７２００は、
制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０１６７】
　また、上記制御装置７２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部７２００ｂを有
している。このスピーカ制御部７２００ｂはソフトウェアで構成されている。また、スピ
ーカ制御部７２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０に行うと
共に、予熱の完了の例えば２分前に、音声またはメロディ音をスピーカ９０に出力させる
。ここで、スピーカ９０が音声を出力する場合、例えば、「もうすぐ予熱が終わりますよ
」、「予熱が完了する２分前ですよ」などの音声をスピーカ９０に出力させる。なお、上
記予熱の完了の何分前であるかは、制御装置７２００が加熱庫１３内の温度変化に基づい
て推測する。また、スピーカ制御部７２００ｂは報知制御手段の一例である。
【０１６８】
　このように、上記予熱の完了の２分前に、スピーカ９０が音声またはメロディ音を出力
するので、ユーザーは次に行うべき調理工程をタイミングよく準備できる。したがって、
上記予熱を使う加熱調理を効率化できる。
【０１６９】
　上記予熱の最高温度は２５０℃であるため、予熱が開始してから完了するまでの時間が
長時間になることがある。したがって、上記予熱の完了の２分前に、スピーカ９０が音声
またはメロディ音を出力することは、有益である。
【０１７０】
　上記第７実施形態において、制御装置７２００が、記憶部２００ａを有さないようにし
てもよい。
【０１７１】
　上記第７実施形態において、スピーカ制御部７２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと
同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部７２
００ｂは、予熱の完了の予告報知が行われるように、音声またはメロディ音をスピーカ９
０に出力させるだけのものにしてもよい。
【０１７２】
　上記第７実施形態では、スピーカ制御部７２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０１７３】
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　上記第７実施形態では、予熱の完了の２分前に、スピーカ９０が音声またはメロディ音
を出力していたが、予熱の完了の２分前以外(例えば１分前または３分前)に、スピーカ９
０が音声またはメロディ音を出力するようにしてもよい。
【０１７４】
　上記第７実施形態では、予熱の完了が近づいていることを、１回の音声またはメロディ
音でユーザーに知らしていたが、複数回の音声またはメロディ音でユーザーに知らしても
よい。
【０１７５】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０１７６】
　〔第８実施形態〕
　図２５は本発明の第８実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図２５に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
【０１７７】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置８２００を備えて
いる点だけが異なっている。この制御装置８２００は、制御装置２００とは一部が異なる
が、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０１７８】
　また、上記制御装置８２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部８２００ｂを有
している。このスピーカ制御部８２００ｂはソフトウェアで構成されている。また、スピ
ーカ制御部８２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０に行うと
共に、ユーザーが選択したメニューに応じた音声をスピーカ９０に出力させる。なお、ス
ピーカ制御部８２００ｂは報知制御手段の一例である。
【０１７９】
　より詳しく説明すると、ユーザーが、使用頻度が１番のメニューを選択した場合、スピ
ーカ制御部８２００ｂは、例えば「いいですね」という音声をスピーカ９０に出力させる
。このとき、上記メニューの使用頻度が予め設定された頻度を越えていれば、「いいです
ね」という音声ではなく、ユーザーへの感謝を示す音声が流れる。
【０１８０】
　また、ユーザーが、使用履歴が最も新しいメニューを選択した場合、スピーカ制御部８
２００ｂは、例えば「前回選択したメニューです」という音声をスピーカ９０に出力させ
る。
【０１８１】
　また、ユーザーが特徴的なメニューのうちの一つである健康サポートメニューを選択し
た場合、スピーカ制御部８２００ｂは、例えば「健康やダイエットをサポートします」と
いう音声をスピーカ９０に出力させる。なお、他の特徴的なメニューには、美容サポート
メニューなどがある。
【０１８２】
　したがって、ユーザーは、スピーカ９０からの音声に基づいて、メニューを再考するこ
とができるので、使い勝手が向上する。
【０１８３】
　なお、図示しないが、制御装置８２００は、メニューの使用頻度および使用履歴を記憶
する不揮発性記憶部を有している。
【０１８４】
　上記第８実施形態において、制御装置８２００が、記憶部２００ａを有さないようにし
てもよい。
【０１８５】
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　上記第８実施形態において、スピーカ制御部８２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと
同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部８２
００ｂは、ユーザーが選択したメニューに応じた音声をスピーカ９０に出力させるだけの
ものにしてもよい。
【０１８６】
　上記第８実施形態では、スピーカ制御部８２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０１８７】
　上記第８実施形態では、上記メニューの使用頻度が予め設定された頻度を越えていれば
、ユーザーへの感謝を示す音声が流れるようになっていたが、ユーザーの嗜好にあった他
のメニューを提案する音声が流れるようにしてもよい。
【０１８８】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０１８９】
　〔第９実施形態〕
　図２６は本発明の第９実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図２６に
おいて、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番
号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構成
部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。
【０１９０】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置２００とは一部が
異なる制御装置９２００を備えている点だけが異なっている。この制御装置９２００は、
制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０１９１】
　また、上記制御装置９２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部９２００ｂを有
している。このスピーカ制御部９２００ｂはソフトウェアで構成されている。また、スピ
ーカ制御部９２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０に行うと
共に、デモモード時、スピーカ９０の音量を最大にする。なお、スピーカ制御部９２００
ｂは報知制御手段の一例である。
【０１９２】
　したがって、店内が、イメージソング、店内放送、他商品の動作音、来場者の話し声な
どで騒がしい状況であっても、デモモード時、スピーカ９０の音量が最大になるので、来
場者の注意を引くことができる。
【０１９３】
　また、デモモード時、スピーカ９０の音量が最大になるので、デモモード中の操作音も
聞き取り易く、操作感をユーザーに正確に伝えることができる。その結果、販売員は商品
説明を効果的に行うことができる。
【０１９４】
　上記第９実施形態において、制御装置９２００が、記憶部２００ａを有さないようにし
てもよい。
【０１９５】
　上記第９実施形態において、スピーカ制御部９２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと
同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部９２
００ｂは、デモモード時、スピーカ９０の音量を最大にするだけのものにしてもよい。
【０１９６】
　上記第９実施形態において、スピーカ制御部９２００ｂは、デモモード時、スピーカ９
０の音量を最大にすると共に、音声スピードが遅くなるように設定するようにしてもよい
。上記音声スピードが遅くなれば、聞き取り難い単語がゆっくり流れるので、ユーザーは
デモモードの内容を正確に理解することができる。
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【０１９７】
　上記第９実施形態では、スピーカ制御部９２００ｂは、ソフトウェアで構成したが、ス
イッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０１９８】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０１９９】
　〔第１０実施形態〕
　図２７は本発明の第１０実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図２７
において、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照
番号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構
成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している
。
【０２００】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置１０２００を備え
ている点だけが異なっている。この制御装置１０２００は、制御装置２００とは一部が異
なるが、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０２０１】
　また、上記制御装置１０２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部１０２００ｂ
を有している。このスピーカ制御部１０２００ｂはソフトウェアで構成されている。また
、スピーカ制御部１０２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０
に行うと共に、ユーザー独自のオリジナルメニューを登録するときに、操作を指示する音
声をスピーカ９０に出力させる。なお、スピーカ制御部１０２００ｂは報知制御手段の一
例である。
【０２０２】
　より詳しく説明すると、カラー液晶パネル６１が、図２８に示すように、オリジナルメ
ニューを登録するための画面を表示してから、予め設定された時間(例えば３秒～４秒)が
経過すると、スピーカ制御部１０２００ｂは、例えば「登録・変更キーを押すと項目別の
画面に替わります」という音声をスピーカ９０に出力させる。なお、上記登録・変更キー
はソフトキーの画像Ｇ２１を指す。
【０２０３】
　このように、上記スピーカ９０が「登録・変更キーを押すと項目別の画面に替わります
」という音声を出力するので、オリジナルメニューの次の登録操作に容易に進むことがで
きる。
【０２０４】
　また、図示しないが、カラー液晶パネル６１が、次の画面を表示してから、予め設定さ
れた時間(例えば３秒～４秒)が経過すると、スピーカ制御部１０２００ｂは、上記画面に
おいて押すべきキーを指示する音声をスピーカ９０に出力させる。
【０２０５】
　すなわち、上記カラー液晶パネル６１が、オリジナルメニューを登録するための画面を
表示して、予め設定された時間が経過すると、スピーカ制御部１０２００ｂは、上記画面
において押すべきキーを指示する音声をスピーカ９０に出力させる。
【０２０６】
　したがって、ユーザーは、取扱説明書を見たりしなくても、操作が難しい画面において
正確な操作を行うことができる。
【０２０７】
　なお、上記カラー液晶パネル６１が、オリジナルメニューを登録するための画面を表示
して、予め設定された時間が経過する前に、ユーザーの操作があった場合、上記画面にお
いて押すべきキーを指示する音声は流れない。
【０２０８】
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　上記第１０実施形態において、制御装置１０２００が、記憶部２００ａを有さないよう
にしてもよい。
【０２０９】
　上記第１０実施形態において、スピーカ制御部１０２００ｂは、スピーカ制御部２００
ｂと同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部
１０２００ｂは、ユーザー独自のオリジナルメニューを登録するときに、操作を指示する
音声をスピーカ９０に出力させるだけのものにしてもよい。
【０２１０】
　上記第１０実施形態では、スピーカ制御部１０２００ｂは、ソフトウェアで構成したが
、スイッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０２１１】
　上記第１０実施形態において、画面において押すべきキーを指示する音声が流れたとき
、そのキーに対応する部分の表示を点灯などで強調してもよい。
【０２１２】
　上記第１０実施形態において、画面において押すべきキーを指示する音声が流れるタイ
ミングは、いつも同じにしてもよいし、画面毎に異なるようにしてもよい。
【０２１３】
　上記第１０実施形態において、オリジナルメニューの登録が完了したとき、スピーカ９
０が、喜びを表す音声を出力するようにしてもよい。また、上記オリジナルメニューがマ
イクロ波を使うものであれば、スピーカ９０が、トレイ３０の使用の注意を促す注意の音
声を出力するようにしてもよい。
【０２１４】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０２１５】
　〔第１１実施形態〕
　図２９は本発明の第１１実施形態の加熱調理器の制御ブロック図である。なお、図２９
において、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照
番号と同一参照番号を付している。また、以下の説明においても、上記第１実施形態の構
成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している
。
【０２１６】
　上記加熱調理器は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置２００とは一部が
異なる制御装置１１２００を備えている点だけが異なっている。この制御装置１１２００
は、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる。
【０２１７】
　また、上記制御装置１１２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部１１２００ｂ
を有している。このスピーカ制御部１１２００ｂはソフトウェアで構成されている。また
、スピーカ制御部１１２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０
に行うと共に、カラー液晶パネル６１が画像Ｇ９を表示したとき、画像Ｇ９の存在をアピ
ールするための音声をスピーカ９０に出力させる。なお、スピーカ制御部１１２００ｂは
報知制御手段の一例である。
【０２１８】
　より詳しく説明すると、カラー液晶パネル６１が、図７に示すように、画像Ｇ９を表示
したとき、スピーカ制御部１１２００ｂは、例えば「聞いて聞いて」という音声をスピー
カ９０に出力させる。なお、画像Ｇ９の存在をアピールする手段としては、音声をスピー
カ９０に出力させるに限らず、例えば画像Ｇ９を点滅させたり、画像Ｇ９のサイズ、形状
または配色を変更したりするなどとしてもよく、さらに、これらを適宜組み合わせてもよ
い。
【０２１９】
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　したがって、上記画像Ｇ９が見落とされ難くなって、画像Ｇ９の利用率を高めることが
できる。
【０２２０】
　また、ユーザーが必要と感じていない時に、いつも同じ内容の音声情報(例えば「聞い
て聞いて」)を、一方的に出力されても五月蝿く感じるだけで、ユーザーの満足度が低く
なってしまうという問題が生じてしまうことがある。
【０２２１】
　そういった状況にも対応すべく、本実施形態においては、ユーザーが画像Ｇ９を押すと
、画像Ｇ９が押された時の運転状態、設定内容、庫内温度センサ２９や解凍センサ５０等
の検出器の検出状態等に応じて、記憶部２００ａに予め記憶させた複数の音声情報の中か
ら選択した音声情報を、スピーカ制御部１１２００ｂがスピーカ９０に出力せる。画像Ｇ
９が押された時の運転状態、庫内温度センサ２９や解凍センサ５０等の検出器の検出状態
等に応じて、予め記憶させた複数の音声情報の中から選択された音声情報を、スピーカ９
０が音声出力することで、ユーザーはいつも同じ音声出力を聞かされることが無く、その
時々に応じて異なる音声を聞くことで、音声出力に対するユーザーの関心を高めることが
できる。したがって、上記音声出力を聞き逃され難くなって、音声情報の利用率を高める
ことができる。その結果、ユーザーの満足度を高めることができる。
【０２２２】
　また、上記カラー液晶パネル６１が画像Ｇ９を表示しないようにし、ボタン群７が、
スピーカ９０に料理支援情報を出力させるための聞いてボタンを含むようにしてもよい。
この場合、音声出力する条件を満たした際に、聞いてボタンを点滅させるなどして、ユー
ザーに音声出力可能であることを喚起してもよい。上記聞いてボタンの点滅中に、ユーザ
ーが聞いてボタンを押すことで音声出力を行ってもよい。
【０２２３】
　また、上記画像Ｇ９や聞いてボタン９１の点滅中に、ユーザーが扉２を開いたり操作パ
ネル５を操作するなどによって、スピーカ９０が音声出力を行ってもよく、そうした場合
には、ユーザーが通常の操作を行う中で音声出力させることができ、ユーザーに対する音
声通知を確実に行うことができる。
【０２２４】
　また、上記スピーカ９０が音声出力する条件を満たしていない場合であっても、カラー
液晶パネル６１が画像Ｇ９を表示するようにしてもよい。この場合は、画像Ｇ９のサイズ
、形状、配色などによって、スピーカ９０が音声出力する条件を満たしているかどうか識
別できるようにしてもよい。そして、画像Ｇ９が音声出力する条件を満たしていない状態
の表示であったり、聞いてボタンが非点灯である状態など、音声出力する条件を満たして
いない状態であっても、ユーザーが画像Ｇ９や聞いてボタンを押した際には、例えば時間
帯に応じた挨拶や一言アドバイスなどの音声出力を行ってもよい。そうすることによって
、画像Ｇ９や聞いてボタン９１を押すことによりユーザーが任意に音声出力を行うことが
できるため、音声出力に対するユーザーの関心を高めることができる。
【０２２５】
　すなわち、上記第１１実施形態の加熱調理器の変形例の制御ブロック図としては、図３
０に示すようなものがある。なお、図３０において、上記第１実施形態の構成部と同一構
成部は、上記第１実施形態の構成部の参照番号と同一参照番号を付している。また、以下
の説明においても、上記第１実施形態の構成部と同一構成部は、上記第１実施形態の構成
部の参照番号と同一参照番号を付している。
【０２２６】
　上記加熱調理器の変形例は、上記第１実施形態の加熱調理器と比べ、制御装置２００と
は一部が異なる制御装置１２２００を備えている点だけが異なっている。この制御装置１
２２００は、制御装置２００と同様に、マイクロコンピュータと入出力回路などからなる
。
【０２２７】
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　また、上記制御装置１２２００は、記憶部２００ａおよびスピーカ制御部１２２００ｂ
を有している。このスピーカ制御部１２２００ｂはソフトウェアで構成されている。また
、スピーカ制御部１２２００ｂは、スピーカ制御部２００ｂと同様の制御をスピーカ９０
に行うと共に、ユーザーがボタン群７またはタッチパネル６２で設定した設定内容、加熱
調理器の運転状態や検出器の検出状態に応じて、複数の音声情報の中から音声情報を選択
してスピーカ９０に音声報知させる。なお、スピーカ制御部１２２００ｂは報知制御手段
の一例である。
【０２２８】
　また、上記カラー液晶パネル６１が画像Ｇ９を表示する度に、「聞いて聞いて」という
音声が流れると、五月蠅く感じるユーザーもいるかもしれない。
【０２２９】
　したがって、上記画像Ｇ９の表示回数が、予め設定された回数(例えば３の倍数)になっ
たときだけ、「聞いて聞いて」という音声が流れるようにしてもよい。
【０２３０】
　上記第１１実施形態において、制御装置１１２００が、記憶部２００ａを有さないよう
にしてもよい。
【０２３１】
　上記第１１実施形態において、スピーカ制御部１１２００ｂは、スピーカ制御部２００
ｂと同様の制御をスピーカ９０に行わないようにしてもよい。すなわち、スピーカ制御部
１１２００ｂは、カラー液晶パネル６１が画像Ｇ９を表示したとき、画像Ｇ９の存在をア
ピールするための音声をスピーカ９０に出力させるだけのものにしてもよい。
【０２３２】
　上記第１１実施形態では、スピーカ制御部１１２００ｂは、ソフトウェアで構成したが
、スイッチ、タイマ、比較器、増幅器などのハードウェアで構成してもよい。
【０２３３】
　本発明の具体的な実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の範囲内で種々変更して実施することができる。例えば、本発明の一
実施形態は、上記第１～１１実施形態で記載した内容を適宜組み合わせたものであっても
よい。
【０２３４】
　また、本発明は、表示部と操作部と報知部を備える家電機器であれば全てに適用するこ
とができる。
【０２３５】
　すなわち、本発明および実施形態を纏めると、次のようになる。
【０２３６】
　本発明の電気機器は、
　ユーザーが処理を選択するために操作する操作部７，６２と、
　上記操作部７，６２が出力する信号に応じた画面を表示する表示部５と、
　上記操作部７，６２を操作するユーザーに報知可能な報知部９０と、
　制御装置３２００と
を備え、
　上記制御装置３２００は、上記表示部５が表示する画面に基づいて、上記報知部９０の
音量を調整する報知制御手段３２００ｂを有することを特徴としている。
【０２３７】
　上記構成によれば、上記表示部５は、操作部７，６２が出力する信号に応じた画面を表
示する。このとき、上記画面がユーザーの操作を積極的に受け付けるためのものであれば
、ユーザーが操作部７，６２の近くにいる可能性が高い。一方、上記画面がユーザーの操
作を積極的に受け付けるためのものでなければ、ユーザーは操作部７，６２の近くにいな
い可能性が高い。したがって、上記制御装置３２００は、表示部５が表示する画面に基づ
いて、報知部９０の音量を調整するので、報知部９０の音量が不適切となる場面を減らせ
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【０２３８】
　一実施形態の電気機器では、
　上記表示部５は、上記処理が終了したことを示す第１画面を表示し、
　上記報知制御手段３２００ｂは、上記表示部５が上記第１画面を表示するとき、設定さ
れた音量よりも大きくなるように、上記報知部９０の音量を調節する。
【０２３９】
　上記実施形態によれば、上記報知制御手段３２００ｂは、表示部５が第１画面を表示す
るとき、設定された音量よりも大きくなるように、報知部９０の音量を調節する。これに
より、ユーザーが報知部９０による報知に気付かない場面を確実に減らすことができる。
【０２４０】
　一実施形態の電気機器では、
　上記表示部５は、ユーザーが上記処理を選択するために参照する第２画面を表示し、
　上記報知制御手段３２００ｂは、上記表示部５が上記第２画面を表示するとき、設定さ
れた音量よりも小さくなるように、上記報知部９０の音量を調節する。
【０２４１】
　上記実施形態によれば、上記報知制御手段３２００ｂは、表示部５が第２画面を表示す
るとき、設定された音量よりも小さくなるように、報知部９０の音量を調節する。これに
より、ユーザーが報知部９０による報知を五月蠅いと感じる場面を確実に減らすことがで
きる。
【０２４２】
　本発明の電気機器は、
　ユーザーが処理を選択するために操作する操作部７，６２と、
　上記操作部７，６２が出力する信号に応じた画面を表示する表示部５と、
　上記操作部７，６２を操作するユーザーに報知可能な報知部９０と、
　制御装置１２２００と
を備え、
　上記制御装置１２２００は、ユーザーが上記操作部７，６２で設定した設定内容、家電
機器の運転状態や検出器の検出状態に応じて、複数の音声情報の中から音声情報を選択し
て報知部９０に音声報知させる報知制御手段１２２００ｂを有することを特徴としている
。
【０２４３】
　上記構成によれば、上記報知制御手段１２２００ｂは、ユーザーが操作部７，６２で設
定した設定内容、家電機器の運転状態や検出器の検出状態に応じて、複数の音声情報の中
から音声情報を選択して報知部９０に音声報知させるので、報知部９０がユーザーにとっ
て適切な報知を行う事ができ、ユーザーの満足度を高めることができる。
【符号の説明】
【０２４４】
　６　カラー液晶表示部
　７　ボタン群
　６２　タッチパネル
　９０　スピーカ
　２００，２２００，３２００，４２００，５２００，６２００，７２００，８２００，
９２００，１０２００，１１２００，１２２００　制御装置
　２００ｂ，２２００ｂ，３２００ｂ，４２００ｂ，５２００ｂ，６２００ｂ，７２００
ｂ，８２００ｂ，９２００ｂ，１０２００ｂ，１１２００ｂ，１２２００ｂ　スピーカ制
御部
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